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特  記  仕  様  書 

 

第 1 章 総則 

    第 1 節 適 用 

1 本特記仕様書は，三原市和田二丁目 公共下水道事業 和田処理分区汚水管新設工事(31-1 工区)に適用する。 

         2 本特記仕様書に記載のない事項については，次によるものとする。 

・土木工事共通仕様書 令和元年 8月 広島県 

広島県の調達情報のページ（https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/）-「技術管理基準等」に掲載している。 

          ・下水道土木工事必携(案)  2014 年度 公益社団法人日本下水道協会 

          ・下水道用設計指針と設計標準図 平成 26 年度改訂版 三原市 

・その他関連規格類 

    第 2 節 現場の管理 

         受注者は，工事現場内において，監理技術者，主任技術者(下請を含む。)に工事名，工期，顔写真，所属会社名及び証明印の入った名札を着 

用するものとする。 

    第 3 節 検査 

         土木工事共通仕様書（令和元年 8 月広島県）『第 3 編 1-1-10 検査』によるほか，三原市工事検査規程の定めるところによる。 

 

第 2 章 施工条件 

    第 1 節 工 程 

        １ 関係機関との協議 
           協議内容      道路管理者（広島県）と協議中。（11 中旬に占用許可取得見込み。） 
 

        ２ 施工時期・時間の制限 

           時 期       全工事期間 

           時 間       ８：３０～１７：００ 



３ 地下埋設物･埋蔵文化財の事前調査 

           調査項目      地下埋設物 

           調査時期      工事施工前に試掘を行うこと。(支障物件が発見された場合は，監督員と協議すること。設計変更の対象とする。) 

           移設時期      必要に応じて，別途協議するものとする。 

           提出書類      ｢試掘結果報告書｣として，提出するものとする。また，提出部数については，監督員の指示によるものとする。 

    第 2 節 用 地 

        １ 借地    あらかじめ近隣住民に借地する目的，作業内容を充分説明し，同意を得て借地すること。 

    第 3 節 公害対策 

        １ 事前・事後調査 

           調査区分      事前・事後及び工事施工中も大きな被害がある旨の申し出を受けた場合，監督員と協議の上調査すること。 

           調査時期      施工前・施工中・施工後（１ヶ月以内） 

           調査内容      柱，屋根，壁，基礎，建具等の傾斜，損傷状況 

           範 囲       別途協議による。 

 

 

 

    第 4 節 安全対策 

        １ 保安施設 

           工事標示板     現道工事における保安施設のうち，「工事標示板」の標準様式については，別紙のとおりとすること。なお，看板の

寸法は，縦 140～200cm，横 114～200cm とする。 

           工事情報看板等   路上工事に関する情報を歩行者や工事現場周辺の住民に周知するため，工事情報看板及び工事説明看板を歩道部に

設置すること。標準様式は別紙のとおりとすること。なお，看板の寸法は，縦 140cm，横 55cm とする。 

           まわり道案内表示板 現道工事における保安施設のうち，「まわり道案内表示板」の標準様式については，別紙のとおりとすること。なお，

看板の寸法は，縦 140～165cm，横 110cm とする。 

 

 



        ２ 交通誘導員・警戒船・保安要員 

           作業時は交通誘導員を 2（人／日）配置すること。 

また国道 185 号の作業時は，交通誘導警備業務１級又は２級の検定合格警備員を１名以上配置すること。 

     

第 5 節 工事用道路 

        １ 一般道路 

           搬入経路      特に指定なし 

           使用期間      工事施工期間 

           使用時間      ８時３０分～１７時 

           工事中・後の処置  随時 清掃， 工事後 舗装欠損部補修（工事前・後の写真により監督員と協議すること。設計変更の対象とする。） 

    第 6 節 建設副産物 

        １ 建設発生土（搬出）（建設発生土リサイクルプラント，建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい積）） 

           当該工事により発生する建設発生土は，公の関与する埋立地，建設発生土処分先一覧表に掲載されている建設発生土リサイクルプラント，

建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい積）のいずれかに搬出するものとする。 

           また，搬出先として，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最も経済的になる建設発生土リサイクルプラント，建設発生土受入地

又は建設発生土受入地（一時たい積）を見込んでいる。したがって，正当な理由がある場合を除き残土処分に要する費用（単価）は変更し

ない。 

           なお，工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により，建設発生土処分先一覧表に掲載されている建設発生土リサイクルプラント，

建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい積）への搬出が困難となった場合は，発注者と受注者が協議するものとする。 

        ２ 産業廃棄物の場外保管 

           当該工事により発生する産業廃棄物を事業場の外（建設工事現場以外の場所）において 300m2 以上の面積で保管する場合には，保管場所

を所管する都道府県知事又は政令市長に事前の届出を行うこと。また，届出事項を変更する場合は事前に変更届を，保管をやめたときは 30

日以内に廃止届を提出すること。 

           ただし，産業廃棄物処理業等の許可施設における保管は届出対象外とする。 

 

 



    第 7 節 管内テレビカメラ調査 

管内テレビカメラ調査については，下水道管路施設の点検・調査マニュアル（案）（平成 25 年 6 月社団法人日本下水道協会）を準拠し実

施すること。 

 

第 8 節 仮設工（任意仮設） 

           湧水等により，見込んでいる仮設工法が適さない場合や適用できない場合は，任意仮設についても設計変更することができる。 

         ただし，変更しようとする者は，見込んでいる仮設工法が適用できない根拠を文書等に示すとともに，適した仮設工法の仕様や構造計算書等

を添付し，監督員と協議すること。 

     

 

第 9 節 その他 

         １ 工事用機資材の仮置き 

            場 所       指定しない 

            期 間       指定しない 

            保管方法      指定しない 

         ２ 仮駐車場の確保 

            工事に伴い，仮駐車場が必要な場合は，受注者が近隣へ仮駐車場の確保に努めること。必要台数等については監督員と協議し決定する

こと。 

 

 

第 3 章 設計金額 

    第 1 節 排出ガス対策型建設機械の使用促進 

         土木工事共通仕様書（令和元年 8 月広島県）『第 1 編 1-1-30 環境対策』で使用を義務付けている排出ガス対策型建設機械においては，排出ガ

ス対策型（第２次基準値）以上の建設機械の使用に努めること。 

         なお，使用する排出ガス対策型建設機械について，基準値による設計変更は行わない。 

 



第 4 章 工事保険等 

         受注者は，本工事において第三者に与えた損害を補填する保険又はその他必要とする建設工事に関連する保険等に加入しなければならない。 

        また，加入した保険等については，保険証券の写し（保険以外の場合はそれに代わるもの）を監督員に提出すること。 

         なお，加入に必要な保険料等は，設計で現場管理費に見込んでいる。 

第 5 章 工事損失等 

 本工事の施工に伴い，通常避けることのできない地盤沈下，振動等により建物等に損害等（以下「工事損失」という。）が発生した場合にお

いては，次のとおりとする。 

 なお，工事損失に伴う補償費用は，設計で現場管理費に見込んでいる。 

 （１）原因調査  監督員と協力して行なうものとする。 

 （２）補償交渉  監督員と協力して処理解決に当るものとする。 

 （３）応急処置  監督員から応急処置を講じる必要があると指示された場合は，直ちに応急処置を講ずるものとする。 

 （４）補償費用負担割合 発注者は，工事損失に伴う補償費用のうち，請負代金額の１００分の１を超える額を負担する。 

 

第 6 章 その他 

        本特記仕様書及び設計図書に明示していない事項，または，その内容に疑義が生じた場合は，監督員の指示を受けること。 



別 紙 

 
【工事標示板】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【工事情報看板】            【工事説明看板】 
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発注者  三原市都市部下水道整備課 

      電話 0848-67-6124 

施工者  ○○○○建設株式会社 

      電話 ○○-○○-○○ 
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発注者  三原市都市部下水道整備課 

      電話 0848-67-6124 

施工者  ○○○○建設株式会社 

      電話 ○○-○○-○○

55cm 

140cm 

ご迷惑をおかけします 

ご 迷 惑 を お か け し ま す 

下 水 道 工 事 を 

行 っ て い ま す 

令和元年○月○日まで 

時 間 帯 8:30～17:00 

下 水 道 工 事 

発注者 三原市都市部下水道整備課 

 電話 0848-67-6124 

施工者 ○○○○建設株式会社 

 電話 ○○-○○-○○ 

114～200cm

140～200cm

請負金額 ○○○○万円 



 
【まわり道案内表示板】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※看板の表示は必要に応じ，監督員と協議し変更すること。 

 

まわり道○○m 

○○m先下水道工事につき 
まわり道をお廻り下さい 

工事中通行止 
現在地 

期 間：○月○日～○月○日 

時間帯：8:30～17:00 

三原市都市部下水道整備課 

電話 0848-67-6124 

110cm 

140～165cm 
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参 考 資 料

平成31年度

和田処理分区汚水管新設工事（31-1工区）





















































































































































数 量 計 算 書

平成31年度

和田処理分区汚水管新設工事（31-1工区）



No.1

人力  m3

BH 0.13m3  m3

BH 0.28m3 19.4 19.4  m3

BH 0.45m3  m3

人力  m3

BH 0.13m3  m3

BH 0.28m3 9.5 9.5  m3

BH 0.45m3  m3

人力  m3

BH 0.13m3  m3

BH 0.28m3 3.2 3.2  m3

BH 0.45m3  m3

人力  m3

BH 0.13m3 2t車  m3

BH 0.28m3 4t車 8.8 8.8  m3

BH 0.45m3 4t車  m3

人力  m3

BH 0.13m3  m3

BH 0.28m3 1.1 1.1  m3

BH 0.45m3  m3

 砂基礎延長 12.00 12.00  ｍ

 路線延長 φ150mm  ｍ

φ200mm 12.75 12.75  ｍ

 管体延長 φ150mm  ｍ

φ200mm 12.00 12.00  ｍ

 ｍ

12.00 12.00  ｍ

 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管 φ150mm×4.00ｍ  ｍ

 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管 φ200mm×4.00ｍ  ｍ

 可とう継手 φ150mm  個

 可とう継手 φ200mm 1 1  個

 ｺﾞﾑ輪受け口片受直管 φ200mm×4.00ｍ

 管路埋戻(発生土)

 ｺﾞﾑ輪受け口片受直管 φ150mm×4.00ｍ

管基礎工

管路土工

 発生土処理

（　1　）工区　単

名　称

管布設工

 砂基礎

合計

 管路埋戻(砂)

塩　ビ　管　管　布　設　工　集　計　表

設計数量
数　量　内　訳　書

形　状　寸　法

 管路掘削

単位



No.1

軽量鋼矢板建込工 L=1.50ｍ  ｍ

　　　〃 L=2.00ｍ 12.75 12.75  ｍ

　　　〃 L=2.50ｍ  ｍ

　　　〃 L=3.00ｍ  ｍ

　　　〃 L=3.50ｍ  ｍ

　　　〃 L=4.00ｍ  ｍ

軽量鋼矢板打込工 L=1.50ｍ  ｍ

　　　〃 L=2.50ｍ  ｍ

　　　〃 L=3.00ｍ  ｍ

　　　〃 L=3.50ｍ  ｍ

　　　〃 L=4.00ｍ  ｍ

 1段支保工 12.75 12.75  ｍ

 2段支保工  ｍ

 3段支保工  ｍ

塩　ビ　管　布　設　土　留　め　工　集　計　表

土留め工

支保工

名　称 形　状　寸　法 設計数量合計 単位

（　1　）工区　単
数　量　内　訳　書



No.1 取付管

舗装切断工(As) t≦20cm 25.5 4.5 30.0  ｍ

　　　〃 20cm<t≦30cm  ｍ

舗装切断工(Co) t≦20cm  ｍ

舗装版破砕工(As) t=15cm以下(現況) 48.6 3.0 51.6  ｍ2

舗装版破砕工(IR)  ｍ2

舗装版破砕工(As)
人力
t=15cm以下(現況)  ｍ2

　　　〃 t=15cm以下(仮舗) 12.1 1.7 13.8  ｍ2

　　　〃
人力
t=15cm以下(仮舗)  ｍ2

舗装版破砕工(Co) 機械  ｍ3

　　　〃 人力  ｍ3

殻運搬処理(As) (現況) 2.4 0.1 2.5  ｍ3

　　　〃 (現況)　人力  ｍ3

　　　〃 (仮舗装) 0.4 0.1 0.5  ｍ3

　　　〃 (仮舗装)　人力  ｍ3

殻運搬処理(Co) (現況)  ｍ3

表層工(本舗装)
再生密粒度ｱｽｺﾝ
t=  5cm 3.0<b 48.6 48.6  ｍ2

　〃　(本舗装)
再生密粒度ｱｽｺﾝ
t=  5cm 1.4<b≦3.0  ｍ2

　〃　(本舗装)
再生粗粒度ｱｽｺﾝ
t=  5cm 3.0<b  ｍ2

　〃　(本舗装)
再生粗粒度ｱｽｺﾝ
t=  5cm 1.4<b≦3.0  ｍ2

　〃　(本舗装)
再生密粒度ｱｽｺﾝ
t=  5cm 人力  ｍ2

　〃　(本舗装)
再生細粒度ｱｽｺﾝ
t=  3cm 1.4<b≦3.0 3.0 3.0  ｍ2

　〃　(仮舗装)
再生密粒度ｱｽｺﾝ
t=  3cm 人力 12.1 1.7 13.8  ｍ2

下層路盤工(車道)
再生切込砕石
t= 10cm  ｍ2

下層路盤工(車道)
再生切込砕石
t= 15cm 12.1 12.1  ｍ2

下層路盤工(歩道)
再生切込砕石
t= 10cm 1.7 1.7  ｍ2

上層路盤工(車道)
粒調砕石
t= 12cm 12.1 12.1  ｍ2

上層路盤工(車道)
粒調砕石
t= 17cm  ｍ2

区画線工
白
W=15cm 12.8 12.8 ｍ
白・破線
W=15cm 6.4 6.4 ｍ

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ ｍ

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ ｍ

付帯工

付　帯　工　集　計　表

名　称 形　状　寸　法
数　量　内　訳　書

設計数量合計 単位

（　1　）工区　単



塩　ビ　管　管　布　設　工　No.1
（　1　）工区　単

管　径　φ＝ 200  mm
現況表層厚＝ 0.05  m 道 路 幅 員＝ 3.00  m 復旧表層厚＝ 0.05  m
現況路盤厚＝ 0.40 m （上下路盤） 掘  削  幅 ＝ 0.95 m 復旧路盤厚＝ 0.40  m

※掘削工の選定は、市指針参照。
人 掘 掘　　削　　土　　量 管 ゴ片 プン マ可 備
孔 ム受 レド ンと
間 削 人 Ｂ Ｂ Ｂ 延 輪け ｜直 ホう
延 受直 ン　 ｜継
長 深 Ｈ Ｈ Ｈ 長 口管 エ管 ル手

力 0.13m3 0.28m3 0.45m3 (SRA) (P E) 考
ｍ ｍ ｍ ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ ｍ ｍ 個 個

M226-2 0.38 1.60
M226-3 12.75 0.38 1.65 12.00

計 12.75 19.4 12.00 12.00 1
プレーンエンド直管　　　＝
ゴム輪受け口片受直管　＝12.00  ÷  4.00m/本  = 3 本 12.00

m3
人力掘削工 人　力 合 計

m3
機械掘削工 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3

m3
土 機械掘削工 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.28m3 19.4

m3 m3
機械掘削工 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.45m3 19.4

m3
Ｖ ＝ 19.4 － (0.416＋0.40) ×

発生土
　　0.95 × 12.75 9.5

Ｖ ＝ {(0.316×0.95) － (π/4×0.216^2)} m3
　　× 12.00 3.2

m3
Ｖ ＝ 0.95 × 0.10 × 12.00 1.1

m3
管廻り埋戻高＝ 0.416 m

工 Ｖ ＝ 19.4 － (9.5÷0.9) 8.8 管　外　径＝ 0.216 m
砂埋戻し高さ＝ 0.316 m
砂基礎高さ＝ 0.100 m

三　原　市

副
管
用
マ
ン

ホ
ー

ル
継
手

路

線

名

人

孔

番

号

人

孔

延

長

掘
　
　
削

埋
　
　
戻

本　管

砂基礎工

砂埋戻し

残　　土

12.00 17266-1 19.4



塩　ビ　管　管　布　設　土　留　め　工　No.1
（　1　）工区　単

人 軽量鋼矢板建込工（W=250mm) 軽量鋼矢板打込工（W=333mm)
孔
間
延
長

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ
M226-2
M226-3 12.75

12.75 12.75

１ 段 支 保 工  ＝ 12.75 ｍ

２ 段 支 保 工  ＝ ｍ

３ 段 支 保 工  ＝ ｍ

三　原　市

12.75

Ｌ＝3.00

人

孔

番

号

路

線

名

Ｌ＝2.00 Ｌ＝1.50

7266-1

Ｌ＝2.50 Ｌ＝4.00

支　保　工

Ｌ＝3.50 Ｌ＝3.50Ｌ＝4.00Ｌ＝1.50 Ｌ＝2.00Ｌ＝2.50

計

Ｌ＝3.00



塩　ビ　管　管　布　設　付　帯　工　No.1
（　1　）工区　単

現況表層厚＝ 0.05  m 道路幅員＝ 3.00 m 復旧表層厚＝ 0.05 m
現況路盤厚＝ 0.40 m 掘 削 幅＝ 0.95 m 復旧路盤厚＝ 0.40 m

人
孔
間
延
長 t=   cm t=0.05cm

ｍ Ａ＝掘削幅×延長  ｍ2 Ａ＝全幅員×延長  ｍ2
(ｍ)

M226-2
M226-3 12.75

12.75 25.50 12.1 48.6

区画線（白・W=15cm）

L= 12.75 m

区画線（白・W=15cm）破線

L= 6.38 m

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

L= なし

三　原　市

0.4

m3

m3＝

2.4

0.95 × 12.7525.50

路　盤　工

7266-1

表　層　工
舗　装　切　断　工

（ｱｽﾌｧﾙﾄ）

44.0

4.6

3.45×12.7512.1
影響部

0.400+0.924×3.45=4.6m2

t=0.05cm

 2 × 12.75

人

孔

番

号

路

線

名

(ｱｽﾌｧﾙﾄ)

計

＝

 12.1 × 0.03仮舗装殻処分工 t=3c

舗装殻処分工 t=5cm  48.6 × 0.05



No.1

鉄蓋(一般)  内径600mm　H＝110mm　受枠共 1 1  組

鉄蓋(転落防止)  内径600mm　H＝110mm　受枠共  組
受枠変形防止
調整金具 1 1  個

 H＝ 50mm  個

 H＝100mm 1 1  個

 H＝150mm  個

床版斜壁
 H＝150mm  個

 H＝300mm 1 1  個

 H＝450mm  個

 H＝600mm  個

 H＝300mm  個

 H＝600mm 1 1  個

 H＝900mm  個

 H＝1200mm  個

 H＝1500mm  個

 H＝1800mm  個

 H＝600mm 1 1  個

 H＝900mm  個

 H＝1200mm  個

 H＝1500mm  個

 H＝1800mm  個

底　版  H＝130mm 1 1  個

 VU100mm  箇所

 VU150mm  箇所

 VU200mm  箇所

 H＝2.0ｍ以下 1 1  箇所

 H＝2.0ｍ～3.0ｍ以下  箇所

 H＝3.0ｍ～4.0ｍ以下  箇所

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 0.12m3/箇所 1 1  箇所

ﾓﾙﾀﾙ上塗り 0.55m2/箇所 1 1  箇所

砕石基礎 0.70m2/箇所 1 1  箇所

調整ﾓﾙﾀﾙ高さ 18 18  mm

調整ﾓﾙﾀﾙ(無収縮) 0.464kg/mm (無収縮ﾓﾙﾀﾙ) 8.35 8.35 kg

型枠工 4.461m2/m (合板円形) 0.080 0.080  m2

（　1　）工区　単
組　立　０　号　マ　ン　ホ　ー　ル　工　集　計　表

直　壁

躯　体

調整リング

斜　壁

設計数量合計 単位名　称 形　状　寸　法
数　量　内　訳　書

削　孔

ブロック据付



（　1　）工区　単

人孔
番号 50 100 150 300 450 600 150 300 600 900 1200 1500 1800 600 900 1200 1500 1800

mm ｍ mm ｍ mm ｍ 組 組 個 H 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個

1 1 18 1 1 1 1 1

VU100 箇所
削孔 VU150 箇所 1 1 18 1 1 1 1 1

VU200 箇所
2.0ｍ以下 1 箇所 １箇所当り ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 0.12 m3
2.0～3.0ｍ以下 箇所 ﾓﾙﾀﾙ上塗り 0.55 m2
3.0～4.0ｍ以下 箇所 砕石基礎 0.70 m2

組　立　０　号　マ　ン　ホ　ー　ル　設　置　工　No.1

流入管 副管 直壁ﾌﾞﾛｯｸ 躯体ﾌﾞﾛｯｸ
φ750

底
版適用管底高管径 管底高 管種 管径 管径 段差

計

斜壁ﾌﾞﾛｯｸ
600/750

床版
斜壁

受枠
変形
防止
金具

調整ﾘﾝｸﾞ
600

7266-1 1.558M226-3 VU

人
孔
深

流出管

管種路線名

三　原　市
ﾌﾞﾛｯｸ据付

鉄蓋
一
般

転落
防止

200 1.382

φ750
調
整
高



No.1 No.2 No.3 No.4 No.5

1.0m未満 箇所

1.0m以上～1.5m未満 1.0 1.0 箇所

1.5m以上～2.0m未満 箇所

2.0m以上～2.5m未満 箇所

2.5m以上～3.0m未満 箇所

3.0m以上～3.8m未満 箇所

内副管継手
ｽﾘﾑ型（金具付） 1.0 1.0 個

縦管
ｽﾘﾑ型（L=2.0m） 1.0 1.0 本

ｴﾙﾎﾞ
ｽﾘﾑ型 1.0 1.0 個

副管設置高

形　状　寸　法
数　量　内　訳　書

単独
副　管　設　置　工　集　計　表

設計数量合計 単位名　称



副管設置工数量表 VUφ150 工事名： ・(単　補)

砕石 底部工

基礎 十字管 支持 1.0m 1.5m 2.0m 2.5m 3.0m 3.8m

ｔ＝20cm 金具 未満 未満 未満 未満 未満 以上

ｍｍ ｍ 箇所 ｍ ｍ3 ｍ2 ｍ2 ｍ 個 個 個 個 個 個 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所

組立式0号 7266-1 VU200 150 1.312 1.062 1 1 2 1

VU150 1.06 1 1 2 1

ﾏﾝﾎｰﾙ No 路線番号 流 入 管

副　　管
コンクリート

巻立高
コンクリート 型　枠 立管

  ９０°
曲管

内副管

スリム(扁平タイプ)

ｷｬｯﾌﾟ カラー

内副管 副　管　設　置　高

摘　   　　要管径 段差 削孔

M-226-2

合　計



No.1 N0.2 No.3 No.4 No.5

 取付管箇所 1 1  箇所

 取付管延長 4.53 4.53  ｍ

 平均取付管延長 4.53  ｍ

 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管 φ150mm×4.00ｍ 4.20 4.20  ｍ

2  本

 90°可とう支管φ150mm  個

 60°曲管φ150mm 1 1  個

 SRB片受直管 φ150mm×0.80ｍ 1 1  個

 塩ビ製人孔用支管φ150×300mm  個

 本管接続  箇所

 マンホール接続 1 1  箇所

 塩ビ製マンホール接続  箇所

 人力掘削  m3

 機械掘削 BH 0.13m3 2.9 2.9  m3

 発生土埋戻し 人力  m3

 　〃 BH 0.13m3 2 2.0  m3

 砂埋戻し・砂基礎人力  m3

 　〃 BH 0.13m3 0.9 0.9  m3

 残土処分 人力  m3

 残土処分 BH 0.13m3 2t車 0.7 0.7  m3

軽量鋼矢板建込工 H=2.0 ｍ

1段支保工 ｍ

 塩ビ製ます　φ200mm　1.5ｍ以下 1 1  箇所

 鋳鉄製防護蓋　φ200mm用  箇所

 塩ビ製密閉蓋　φ200mm用 1 1  箇所

取　付　管　工　集　計　表

設計数量合計 単位

（　1　）工区　単

形　状　寸　法

土留め工

数　量　内　訳　書

ます設置工

取付管工

土　工

名　称



No.1 No.2 No.3 No.4

舗装切断工(As) t≦20cm 4.50 4.50  ｍ

　　　〃 20cm<t≦30cm  ｍ

舗装切断工(Co) t≦20cm ｍ

舗装版破砕工(As) t=15cm以下(現況)  ｍ2

舗装版破砕工(IR)  ｍ2

舗装版破砕工(As) t=15cm以下(現況) 3.0 3.0  ｍ2

　　　〃 t=15cm以下(仮舗) 1.7 1.7  ｍ2

　　　〃
人力
t=15cm以下(仮舗)  ｍ2

殻運搬処理(As) (現況) 0.1 0.1  ｍ3

　　　〃 (現況)　人力  ｍ3

　　　〃 (仮舗装) 0.1 0.1  ｍ3

　　　〃 (仮舗装)　人力  ｍ3

表層工(本舗装)
再生密粒度ｱｽｺﾝ
t=  5cm 3.0<b  ｍ2

　〃　(本舗装)
再生密粒度ｱｽｺﾝ
t=  5cm 1.4<b≦3.0  ｍ2

　〃　(本舗装)
再生粗粒度ｱｽｺﾝ
t=  5cm 1.4<b≦3.0  ｍ2

　〃　(本舗装)
再生密粒度ｱｽｺﾝ
t=  5cm 人力  ｍ2

　〃　(本舗装)
再生密粒度ｱｽｺﾝ
t=  3cm 1.4<b≦3.0  ｍ2

　〃　(本舗装)
再生細粒度ｱｽｺﾝ
t=  3cm 1.4<b≦3.0 3.0 3.0  ｍ2

　〃　(仮舗装)
再生密粒度ｱｽｺﾝ
t=  3cm 人力 1.7 1.7  ｍ2

下層路盤工(車道)
再生切込砕石
t= 10cm  ｍ2

下層路盤工(車道)
再生切込砕石
t= 15cm  ｍ2

下層路盤工(歩道)
再生切込砕石
t= 10cm 1.7 1.7  ｍ2

上層路盤工(車道)
粒調砕石
t= 12cm  ｍ2

上層路盤工(車道)
粒調砕石
t= 17cm  ｍ2

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ ｍ

付帯工

取　付　管　付　帯　工　集　計　表

名　称 形　状　寸　法
数　量　内　訳　書

設計数量合計 単位

（　1　）工区　単



取　付　管　工　No.1
（　1　）工区　単

舗装表層厚 ＝ 3 cm 3 ～ m ＝ 3 cm
上層路盤厚 ＝ cm 0.75 m ＝ cm φ150mm
下層路盤厚 ＝ 10 cm 0.55 m ＝ 10 cm

塩 ま 鋳 塩
ａ ｂ ｃ ａ×ｂ×ｃ 本 人 塩 ビ 可 曲 す 鉄 ビ

管 孔 ビ 人 と 設 製 製
掘 掘 接 接 人 孔 う 置 防 密
削 削 掘　削　延　長 掘削土量 続 続 孔 用 支 管 工 護 閉
深 幅 接 支 管 1.5m 蓋 蓋

続 管 90ﾟ 60ﾟ 以下
箇　所 箇所×延長 小 計 ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ3 箇所 箇所 箇所 個 個 個 ｍ 箇所 箇所 箇所

右
1 1.05

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

箇所 箇所 箇所 ケ ケ ケ ｍ ケ 箇所 箇所 箇所

1 4.53 4.15 2.9 1 1 4.2 1 1 1

ｍ

4.2

m3 発生土埋戻 m3

人力 2.0

m3 砂・砂基礎埋戻 m3

BH0.13m3 2.9 　(0.9×0.25－0.15^2×0.785)×4.15 0.9

m3

0.7

三　原　市

下層路盤厚
本　管掘削幅＝

(現況舗装構成) (復旧舗装構成)

取付管掘削幅＝

道 路 幅 員 ＝ 舗装表層厚

上層路盤厚

1

残　土

配 管 延 長

計

掘　削 　2.9 － (0.9×0.25×4.15)

ｍ

4.534.53

Ｓ

Ｒ

Ｂ

路

線

名

本

管

土

被

備

考

取 付 管 延 長

数　量

道宅

 1 × 4.53 2.94.154.53－0.38×11.354.53
7266-1

Ｐ

Ｅ

直

管

11

2.9

　2.9 － (2.0÷0.9)

0.66

0.90

プレーンエンド直管

0.90

14.21



取　付　管　付　帯　工　No.1
舗装表層厚 ＝ 3 cm 本管掘削幅＝ 0.75 m （　1　）工区　単
上層路盤厚 ＝ cm
下層路盤厚 ＝ 10 cm φ150mm

宅 道

箇　所 列 × ｍ ｍ 掘削幅×ｍ ｍ2 ｍ2
右
1

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

車道

計 1 4.50 1.70 歩道 3.0

m3

　　0.0×0.03＝

m3

　　3.0×0.03＝ 0.1

m3

　　1.7×0.03＝ 0.1

歩車道境界ブロック復旧 矢板（H=2.0m）　1段支保工

L= 1 × 2.0 = m L=　 m

三　原　市

数　量

2 × 2.25

舗装殻処分工
( t＝ 3cm )

7266-1

掘削幅×ｍ

1.7 歩道部

路
　
 
線
 
　
名

4.50 0.75 × 2.25

3.0

上段：舗装延長
下段：路盤延長

2.55-0.3=2.25

表　層　工

0.75+0.3+0.3　×　2.25

路　盤　工舗 装 切 断 工

舗装殻処分工
( t＝ 3cm )

舗装殻処分工
( t＝ 3cm )




